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〔大学におけるスポーツの人llI学的意義について〕
福岡孝純
はじめに《１１１１題提起》
ハイテク、ハイタッチの進行により技術文'ﾘ1は、－１脚の進展を見せている。そしてこれらの技術
文'ﾘ1は、いわゆる技術環境という形式で私達の41ﾐiiIiに密接なかかわりを有している。
この技術環境を支える企業集団や公共団体は、ますますｌｗＭ：活における影響力を深め今や私達
の41三活は、技術環境により具現化、成立しているかのような銚覚すら覚える。
技術環境の特`性は、それが物質的であり、物質・エオ､ルギー、情報の操作、処理、構成により、
私達人''１１の外部に|〕し１次元の機能的空'''１を柵梁するところにある。
技術環境は、人llI1に、利便、機能、安全、快適などさまざまな寄与をもたらし、その恩忠は大変
大きなものがある。しかしながらその一耐で、この技術環境はI÷1然破壊や環境i汚染をもたらし、今、
私達の地球は危機的な状況にある。それとともに、技術環境はその特性により人間疎外をもたらし、
人lIl]の物質的、機能的｛!(llilTi重視により、精神１１自界の大lWiiな衰退と空iliil化をまねきつつあるのだ。
これは、技術文lﾘ1がその本質に次のljLlつの特性を有している所にある。すなわち
１）動的で機能追求の社会である。
私達の物質的社会は本来心象で考えた（１１制'１Ⅱ1<」な）ものを、外部に空'''１的に)iilⅢＩする（外ｲiii、
アウター．トレンド）という、いわゆる時'''１－空'１１１変換を本質とするが、それは機能追求を第一
義としている。これは哲学的には「実体を拾象して機能をl1I1象する」といった考え方である。
私達は知らず知らずのうちにこの機能主義に立ち、そのものが役に立つlIHだけそれを利)Hすると
いう考え方を普遍化させ、これを人'''１社会の''１にもごく当たりｉｉｉのものとして取り入れるに至っ
ている。
2）う゜ロセス（過程）よりもﾙil7采（アウ|､プッI､）をZ1i視する。
技術開発では、う゜ロセスよりもアウトフ゜ツトが重要である。結采さえ希望するものがI［し〈出
ればよしとする所がある。（例・インスタン1､コーヒー、ロープ゜ウェイによる幾'11）
これは技術的ｲ111象といわれるものである。しかし、人'１１１はひとつの'二li1りを'三ｌ指しての試行鉛誤
や地味な一歩一歩積み重ねる営み、特にひとつの'二|的に向かってlliiilえ忍んだり、協力して行くこ
とにより人''１]的な徳が養われると言って良い。つまり「技術は|l制'１１を節約して機能、’三|的が限定
された空|川をつくり出す」のが本質であるのに対して、「人Ｉｌ１の本来の意識（こころ）は時間
性」なのて゛ある。これを誤解して、本来苦労して得てこそ意味のある結果としての効果を安易に
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H'1M(に手に入れようとすることが多い」。｜ﾀﾞllえば、リ)女lllIの愛て゛あっても、ネ'1瓦の努力によって
築き上げてゆかなければならない人Ｉｌｌｌのモラルがあることも忘れ、絲果としての輝きや喜びと
いったIlllliniのみを重視し、給来的仁時''１１性としての意識（こころ）が縮み、Mii無化するといった
傾lfT1がて゛てきた。技術又'ﾘlがもたらしたものは術命的ともいえる心が滅びた、愛不在の社会て゛あ
る。相変わらず戦争、殺人、詐欺などが今迄よりも更に残虐て゛かつ狡）l骨な形で横行している事実
はこれを示している。
3）{Illi値の論珊から力の論理へ
現代は|Ⅱ1勺やIllli値の論理から、手段や力の論Ill1への移行が特色といえる。かって私達は、人間
には日|ﾘ1の課題を有していた。例えば、｜至称が病人をｉｆ}すとか、政治家にとりよい政治をしよう
というのは考えるまでもなく'ﾘlらかであった。人'''１は人41ﾐの川１０にとり、どれが良い手段かを考
えて|]的を達成するために力を尽くした。つまりlll分の|ﾉﾘ面を純化し鍛え抜いていったのである。
ところが現代ではそこに技術が介ｲ'ﾐする。例えば、ＩＤ;（イ･力とかflji力があれば、それをいかに効采
的に使うかということに、心をくだかなければならないのである。したがって、技術環境にかか
わる仕事をしている人'１１１は、もはや物ＩＩＥ的以外の'三|的、すなわち純粋に人''１１の内面的、超越的な
し|的を探す可能性は、きわめて少ないということを意'１ノドする。これは、愛のように純粋に化|的で
人l1U的なIl11i｛'１１１を生１１１［の[Ｉ的にする習Ｉ１ｌＬか菰要棚する意識を副次的にし、また、古典的な倫１１１学
て感.は化|々の人llMが主体であった行1lillji体が人類、IMI織（団体、委員会）など、非人称的なものへ
’二変化している。したがって、Ilhl人の人格、責任、決|折にかかわる愛のようなものは、縮退して、
それがliiなる性的な結合や生珊学｢I<]な次元でのみ考えられてゆく傾lfi1にある。つまり人''１]は技術
文'ﾘ1により非人|lM的なmjl物状態にもどってしまう/iZ険性が考えられる。
4）技術はｌＩ１Ｉ会いと確かめの場を提供する
交通機関の発達、情報化（ＴＶ、勉話、ファックスなど）は、人''１１の出会いと交流の場を提供
しコミュニケーションと、iili;かめの機会を大''１mに崩した。反ｍでⅡlii-lII1性lﾆいう緊張感を失った
ということもある。また、虚無体験（情報化による）は真実の愛の緊張ﾉJを弱めた。つまり真実
の人|H1関係を技術環境との接触の枠１人1て゛継ぐ考えてしまい、その深さを失うことが発生する。
このように、技術には「'１判|Uを節約して、機能、｜｣(1りがlIIil定された空ｌｌＩｌを榊成する」特性がある
のに対して、「人IlHの本来の意識（こころ）は'１州1性である」という基本的な差異を私達は知る必
要がある。
したがって、技術化が進展し社会が効率(1<〕になればなるほど人'１１１は、目lllI1寺''１１やその他の時間て゛
技術環境（機械）のためではなく、純粋に人NI1のために'1判''１を費す必要がある。心の縮まり現象に
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対応するためにも人間のための時ｌｌＩｌが必要である。
人間というものは頭（知性、知識）だけでは生きられない。人ｌｌＩＩには心（精ﾈ１１'、魂）がなければ
生きられない。よかれと思ってその発達をはかって来た経済、政治、社会機構がかえって人間をが
んｃがらめにし、数々の文明の利器が逆に人'１Wを振り回し、人''1｝（主人）と技術（奴隷）の状態が
逆転した状況を、人間疎外（エイリオ､_ション）という。私達は現代技術文1ﾘ｝が根源的に有するこ
のlIM題から決して目をそむけてはならないのて゛ある。この環境破壊や人''１１疎外さえもたらす技術環
境を私達が今後どのようなものとし、どのような社会構造や生活環境、と'三活様式を構成して行くか
ということは、２１世紀までもはや７年と迫った私達人類の大きな課題なのである。２１世紀の大学教
育がいかにあるべきかということは、このような前提条件においてのみ考えられるものなのである。
○大学教育の指向すべきもの
現代における大学は概略次の三つの機能を有するものと考えられる。
ｌ）伝統的な学術文化を継承・保存すると共に現代の科学、技術を再生産、iill造する。
２）専門的技能や理論を継承、開発すると共に専門職業従事者（プロフェッション集団、医師、技
師、法曹、教師など）を継承的に育成すること。
３）教養教育、専門教育を通じてに1然、人'１１１、社会に関する教養を普及し、職業的技能．知識を育
成し市民`性を形成すること。将来健全なTl丁民社会を構成してゆく人格を'二1己形成しうる基盤とし
ての時空間を提供すること。
しかしながら、現実には技術文Iﾘ1の進展により、技術環境の~｢支えする企業集団や公共団体は、
ますますその日常生活における影響力を深めている。そして、技術環境のより一層の量的及び質
的拡大に資する産業育成こそが国家|]標であるとして、いわゆる生産優先の社会構造へと一層の
傾斜を深めつつある。そして、これらの技術環境を構成する企業や公共団体の要望に応えること
が、あたかも今日の大学教育の本義であるとするような近視眼的な意見が財界などから発せられ
ている。そして、企業の要望に対して、ⅡllilllIi諾々として従うことがあたかも今日の大学教育のと
るべき道かのような意見もある。
もう一方て゛、大学の極めて閉鎖的で密室的な本質、Ⅱl態依然としたカリキュラムや研究体ﾙﾘ、
更に人事、組織、能力や業績評(illiシステムが大きなＩＨ]題となりつつある。そうした中で、学生達
は将来の就職のためのパスポートとして大学を位置づけ、有名大学はあたかも一流企業あるいは
公共団体へと入社もしくは入所（省）するための予術校的なものとして考えているという事実が
ある。それと共に学生にとり大学は、モラトリアム社会でもある。将来の社会参加への猶予期間
として、学生はサークル活動やレジャー活動を楽しみ、また学費、レジャー活動費抽出のための
アルバイトに多忙に過ごしているといった状況である。そして全能感を持つことこそあれ、常に
社会継承者とはスタンスをおくトレンドがある。こうした状況で､大学は今そのアイデンテイ
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ティーをまさに|M1われているといって良いであろう。
そこで、根本に立ち力､えり考えると、技術文'ﾘ|以前に私達人間はすでに社会を形成し、その｢'１で
高度の精ﾈ''１文化を形成して米だという事実があることをまずIilii調する必要がある。人類には長い歴
史があり、すて゛に旧くから商度な文Iﾘ1が存在していたのて゛ある。宇崩論的な立場で見ると、生命体
としての人''１１が発生して現在のような社会化iiFを営むようになるまでには、約150億年がピッグパ
ンから経過しているといわれるが、これには進化論的に見て次のような段階があったと考えられる。
１．原子の世界：アトモスフェア（atmosphere）
物質は雑木的に粒子と反粒子から柵成されており、これらが結合すると空となる。現在の物質
はビッグパン以来の字ＴＩ｢に残されたわずかの物質であるという。
２．水のlU:界：ハイドロスフエア（hydrosphere）
水惑星薑地球は太陽系の三薪'二|の惑』１Aで、水が水、氷、水蒸気の三つの杣がｲ11遷移が可能の形で
存在している。これは極めて稀な状況て゛ある。この状態から現在の状ⅢiLまて゛地球は変化した。
３．無機物の世界：ゼオスフエア（geosphere）
無機物の物質的、｜〕;〔子il<jllL界から無機物の変化|仕界である。ゼオスフェアが|；'１けた。それはや
がて有機物の仙界へとつながってくる。
４．生物の|Ｍ１：バイオスフエア（biosphere）
有機的生命の１１界が発生して来た。そして沢I|｣の41孟物が地球-ｋに１１１現した。
５．精ﾈ''１（心）のⅢ界：ヌースフエア（noosphere）
人1111が議場し、心霊、人格のＩＩＬ界が発展してきた。ここまで発達したのは生物の｢|]で人類のみ
である。
６．技術環境のＩＭＬ：テクノスフエア（tecnosphere）
人''１１は遺伝子の外部メモリーとして機械及びコンピュータなビから柵成される技術環境を榊築
した。これは人'''１にはかりしれない寄与をもたらしたが、同時に人''１１の内、i的精ﾈ''１の空iliil化や退
化、物質韮_上主義のような弊害をもたらすと共に、環境破壊などにより地球をおびやかす状ﾙﾋも
発生して来た。
このような遷移は，テイヤール．F・シヤルダン（TeilharddeChardin,1881～1955）等により
初めて主張され、現在では私達のほとんどが認めている事実て゛ある。
要は人間は、根源的に字11iの一部て゛あるということ（東洋哲学では天地|而1根、万物一体という）
である。それリヒに生物の''１では、人'''1のみが商度に精ﾈｌｌ１的な|止界を榊築することがｌｌｌ来たという
こと、また人'''1が榊築した技術環境がその未完成、欠点により地球環境を危機的状i兄に'１１しいれて
いることを私達は知らねばならない。
シャルダンは、人間はさらに発達すべきだと考え、「化|々の人間は、rlIllな接近と共同のIiillきを
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重ね、次第にひとつの全体的意識に包みこまれて地球的jiM模の単一体をつくり、いわゆる超人間が
出現するであろう」とまで予言している。現代では技術文明の助けを|背りて、技術環境を人間の外
部メモリーとして活用し、インフラストラクチャーとして利用すればいみじくもこれが可能である。
シヤルダンの予言は的中した。ここて1111題になるのが技術環境と地球環境との調和的共L'二である。
この前提条件なくして技術環境に将来はない。私達は新しい概念である環境倫理学的視点に立って、
人||』)及び自然と共生できる技術環境のillⅡlに今こそＪ１)U)組むべき時なのである。
それには人間とは何か、技術とは何か、自然とはＩｉ１Ｉか、ということについて正しい認識が必要な
のである。シヤルダンは人間にとって精ﾈ'''１止界がいかに重要て゛あるかということを主張したのて゛あ
る。
しかし現実の１１界では、人間は環境との調和が未達成の技術文Iﾘ)にどっぷりつかり、｜|Ⅱ題提起が
あるにもかかわらず環境破壊についての厳しい認識を有していない。また、経済システムについて
考えても、相変わらず需要と供給を原I1l1とする市場経済の原ｌ１ｌｌが基本的には支配しており、技術環
境の展開、発達による市場開発が主体となっている。
物質的な利便性、快適性、機能性のみを追いかける傾向は、ハードからソフトへと商品開発の力
点が移ったにせよ、産業革命以来依然として続いているトレンドである。技術化、機械化、情報化
により筋肉労働、頭脳労働から解放され、これが技術環境にとってかわられつつあるが、情報化の
爆発的な発達は人間L'三活を機能的な情報刺激受身応答型のパターン、また、画一的受身的な消費文
Iﾘ1社会へと変化させつつある。
このような状況て゛人間の精ﾈｌｌ１的レベルは、昔にくらべて必ずしも進歩したわけではないといわれ
る。確かに多くの人々が情報化により、知識、情報を享受しうるようになったが、これらはどちら
かというと、知覚（cogitation）のレベルであり、より深い知性である智恵（Wisdom）や生命に
浸透する知性であるメデイテーション（meditation）や黙想（conte1nplation）のような人間の本
質にせまるような精ｲ''１空間の榊築には必ずしも寄与していないといって良いであろう。
２１世紀を目前にひかえる私達はどうしたらこの地球環境を破壊しないで人間が生きぬき、より高
度な文lﾘ1を構築することが出来るか？ということを今ほど真剣に考える必要性に迫られている時は
ない。新しい価値観の枠組（パラダイム）は、
１．環境倫理学的視点に立つ
自然・人'１Ｍ.技術、それぞれとの共生共存を1);(１１１１として考える。それには政治・経済・文
化それぞれの分野でも全てエコロジーという視点が必要となる。
２．人間学的視点に立つ
宇宙物理学料ホーキングは、「我々が字uJをして認識しているものは我々人間が認識する
範囲の宇宙である｡」と述べたが、私達がより高度の文明を榊築しようとすればするほど私
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達人間自身が物事をより根源的に見てﾈ'１１に近づくことが必要になってくる。このような考
え方を「人間原1111」とｌ１ｉＰぷが、認識すらもの、つまり知性を持った生命こそが宇宙の｢''心で
あるということができるのだ。これを、宇宙論的ヒューマニズムといっている。そしてより
深く宇宙そして人'''１を知ることにより、人間はより高度な文'ﾘ1を構築することがて゛きるのだ。
3．エコテクノロジーの展開とＡＩからＡＬへのアプローチ
技術環境の発達にあたりエコロジー的視点が常に必要となる。その究極のパターンとして、
ＡＩ（人工知能）からＡＬ（人二[生命）へのアプローチがどうしても必要となってくる。これ
らが可能となり初めて技術環境は自然環境との訂肝Ⅱが可能となろう。つまl)、人llUの遺伝子
と脳の共生が可能となるのである。
4．グローバル・エコノミクス的視点
地球はひとつの生命体である。という「ガイア仮説」がラブロックにより提l唱されたが、
経済の分野でもグローバルな見方が必須となっている。例えば、経済学を考える場合、今1」
てはもはや生態学的なアブ゜ローチや文明論的なアブ･ローチを無視するわけにはゆかない。こ
れら全てを包括した生命系のエコノミーとして、条件づけられた社会科学として考えてゆく
ことが必要になるのである。つまり、アダム・スミス、カール・マルクス、ジョン・メイ
ナード・ケインズを路まえた上で、グローバルな視点で政ｉｎ、社会、文化を包括した経済シ
ステムが考えられる必要がある。その究極の目的は、品ではなく質の価値論を重視した経済
学といえよう。当然のことながら経済、政１台、文化を包括して成立する経営学もグローバル
・マネージメントという視点をもたなければならない。
このようなパラダイムを仮にコスモロジー（宇宙主義）と１１平称するとすれば、私達は、現実レベ
ルて゛は戦術的、対症療法的な処f1l1をとるにせよ、人類の将来を考えた場合、どうしてもコスモロ
ジー的{llIi値観を有することが必要になってくる。
これからの大学教育に求められているもの、それはモラトリアム期にある青少年に対して、ただ
いたずらにその全能感や快楽主義を容認することも、また半人iii]意識や修業感覚を強調するような、
いわゆる社会の継承者に対して無批判て゛近づく態度、すなわち新しいモラリアムと古典的モラリア
ム的態度（エリクソンによる）の双方共に誤っているといって良い。
重要なのは、宇宙論による人llIlljf剛にのっとり、私達人'''1とは何か、そして人類の目指すものは
何かについて、文1ﾘ1論的、及び文化論的視点で見られる人格（パーソナリティ）をまず高等教育を
受ける前のレデイオ､スとして形成させて行く必要性て゛ある。○○のための人格ではなく、全き生命
体としての人間性の自発的発見、人IlMの精神世界への'二|をひらかせることが、まず第一に求められ
ているのではないだろうか？
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○現代におけるスポーツの意義と役割について、特に大学教育における位置づけについて
すでに情報化社会で日ｆＭ三活が情報刺激受身型、情報処11M型となり、人間の特定の機能が職場や
学校で1111われるようになって久しい。し力､し、人IlUは全人格的な存在て゛あり、人'''1の日常生iiliにお
けるiiMj足感は11iに、生理的、物質的なillilj足感ではなく、ｌ÷I己実現、に1己)(iIl造や連帯意識の)愛得、あ
るいは達成にあることは論を待たない。
スポーツ・フォア・オール運動こそ実は人''１１がいつでも誰でも、自らの希求する形式でスポー
ツを行い、スポーツ活動というミクロ・コスモス（コズム）で人間性（ヒューマニティ_）を見出
し、体験する場て゛あった。佐伯米)はこれについて欲求の位ⅡIから文化の位机への展開として、文化
としてのスポーツこそヒューマニティ_を啓発するスポーツであると述べている。
私達は、技術環境の影響で人間疎外に陥っている人ＩＩｌ１がスポーツを行うことにより、まず身体的
教養＝スポーツ・ヒューマニティ_を得ることが必要であると考えるものである。
人Ill]が人格を形成する要素として東洋fur学では知・徳．体といい、特に王陽lﾘＩ（1472～1528）は
強く知行合一を説いている。そして、その本質として
「至善（絶対的な理想）の班をわが心にだけ求めるなら、犬-|くの事物の理を究め尽くすことがで
きないのて゛はないて゛しようか」という弟子の徐愛のｌＩｌｌに対して
「心がすなわち理である。この心をおいてほかにどんな事物があり、どんな典１１があるというの
か」と答え、心M|]理、つまり人'''1の心こそ万物の主宰者であるとしている。
これこそ現代の宇宙論における人''１１原理を示唆するものであり、私達のこれからのIili値観である
コスモロジーの１１１核をなす珊念であろう。
大学における知性教育や技能教育はＵろん重要であるが、これらは歴史的に見ると、人'''１性に
とって付加的なI111i値（software）であり、本質的なＩｍＭではない。技術文明の存在する、はるか２
０００１１１から250011<も前に、孔子や孟子、そして釈迦、キリストは出現しており、高度な精神的世界
を開いている。私達はいよいよ先鋭化、分化する科学のトレンドの'１１でこれらを軍要視すると共に、
これら科学の恩恵を享受する母体である人間Ｉｆ１身についても|」を向け、これからの技術文'ﾘ1の一層
の発展をはかるためにも健全なる人格の形成を人||}]学的視点に立って行うべきて゛ある。
と|ﾐ命（いのち)、’情熱、風格、安心、立命（志）のような本質的Ｉ１ｌｉｲi('〔が追及されねばならない。
付力Ⅱ的価値として、主として大脳の新皮質が関与する「いかにうまくＬｌｉきるか？」といった知誠、
技能の習得のみならず、何故樅きるか、どのように感じて生きるか、といった心や感性を含めた全
人的な人格形成が必要とされるのだ。
今まて゛のＩＱや偏差値のようなⅢ仙観（インディケータ_）に力Ⅱえて、広義の倫理、道徳（way
ofenvironment,wayoflifeのprincipleやregulatiol,）についても理!解させ、ともすると閉鎖的な
全能感に陥！)やすい青少年に、自然と人間、人'''１と人間、’二１分の心（深層）そして、技術環境とも
対話の出来る、いわゆる環境倫理学的な観方を可能とする教育や'二1己形成の場が必要である。
＊）佐伯聡夫（筑波大学）
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ここて゛正要となってくるのは、ｌｌｉＩ１行合一（思考と行動の一致した）生'iiIi｢態度や行ｍｊｊであるが、ミ
クロコスモスとしてのスポーズIiiIimjlには、’２１己実現活11i),としてのライヴな体験の,,,て゛これを具現化
してゆくことができる。
すなわち、スポーツは、その係ｲ丁している特性により自己解放、自己,,i,,御、Ｉ≦,己実現等の要素を
行動における語り（Ay､老）と振り（動作、ｉ寅技）の＿致の,'１で,L,然に行ない、知らず知らずのうち
にセルフコントロールからセルフリアラリゼーションが可能となるからである。
つまり、全能感から、アイデンティティーを失いつつある青少年に対して、１ｆｌｕを自我分裂によ
')、容観的仁冷iWi(二見ろことをTTI能にするのである。
ここで、現代におけるスポーツiiIi動の意義と役！;'１をまとめると、他,的な領域では、
①Ｉ÷1己実現活動（体験iilidijl）
機能化、分業化、専ｌ１１１化、標準化、Ｉｍｊ１－化が進ｉＭ三活形態の,,,で今人格の関与するiiIi動として、
自己実現が可能なi舌勅である。
②にI己)(i'１造iiIiJij1
より高ｌ１ｉｉｌｉ質なl]己存在を'1桁し、ｌＬ１己(１，１造を'二,指す今人(,りi舌動
③雌康体力づくり活仙
フィットオ、スからウェルオ、スの獲１Ｍ:と、よりへルシーなlL1己パフォーマンスを|｣指す行動
④生物として生きる継続的意志と、ヴァイタリティーを１脚i養する行動としてのスポーツ
⑤’＝'己の身心の'４１発｢'<ｊｉ'ｉ１ｌ御能力の'句-'二(ﾉﾉの行使とf'i,'限）と異環境への適応能力の向｣二、（}分の
思った遡りに自分の身心をコントロール
⑥恢限状態での精ﾈ111集111能力
人'１|)の体力の極限的状》１１]ﾏでの、精ﾈ111集１１１における［1己貫徹と最適値,,j,]御の実現（コンセント
レーション能力）
⑦ｌ÷1己の行動（未知な緬域を含む）に対する、己信頼能力
｜皇I己の行動を信jlil((し、たとえ未知のfi1H域における行勅て゛あってＭ雁実な子11,,,と、冷静な態度で
フ･ログラム化された行亜)'を実施して行く能力（selfconfidence，’二1己信頼）
などを培うことが可能である。’二1己投企による動気をｲ丁する思い切った行動をおこし、実施する能
ノ｣は、快適な環境に''1れた現代の青少ｲ|主にとり貴乖な体験の場でもある。
次に、チーム（グループ）における人''111對係がある。この緬域は、
①フェア．プレイ
Jli々堂々と行仙し、ルールに1111り、フェアに振るjMﾄﾞﾗ
②チーム・ワークとロール●プレイング
ｏｌｌｅｆｏｒａｌｌ,ａｌｌｆｏｒｏｎｅというように、ｔａｓｋ（課題）に対してチームて゛一丸となって対応して
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行くことを学ぶ。そして与えられた役評'１やポジション（ロール）をこなす、いわゆるロール・プ
レイングをしてトランス・パーソナルなフイーリングを持ち、ノ'11手の気持を理解しながら、共に
存在し、共に生きること、そして課題に対してベストを尽くして努力して行くことを学ぶ、いわ
ゆるシンパイオシスという感覚もこのような行動により理解されよう。
③リーダーシップ。とフォロワーシップ
チーム・ワークとも関連するが、リーダーであると共にフォロワーであることの双方を学ぶこ
とが出来る。
最後に対環境（｢l然環境や施設、）'１品、用具、機器）との対応であるが、
①ロール・シェアリングとハンドリング
ビこまて、用具や機器にまかせ、どの部分をl］分で分担するかを|瞬時に判断し、技術を駆使して
いく。
②セーフティ＆アメニティ
安全に'快適に環境と共にとけこんで体験行動をする。
③セキュリティ＆アドヴェンチャー（チャレンジ）
時には危険に身をさらしたり、冒険をしたりして、ｌＬ１己投企的活Hillをする。特にチャレンジ精
ネ''１は環境により生じた恐怖を克服したり、iIiilえることにより養われる。
このようにして、ナイスピープル、ナイスコミュニケーション、ナイスオ､イチヤー、ナイスコ
ミュニケーション＆インターフェイスということが達成される。
現在のところスポーツは、ナチュラル・リアリテイーを追及するエコスポーツ（アウトドアス
ポーツ）と共にアーテイフイシヤル・リアリテイー（artificialreality，人工的リアリテイー）を
追及する高度に機能的なものとの双方向へと展開するトレンドが見られる。
このうち、ナチュラル・リアリテイーを志|句して行くスポーツでは、当然のこととして、「自然
を知り、己を知る」ことから、Ｈｕｍａｎ（ヒューマン）ｉｎnature、あるいは共にあるといった自然
と一体化した調和格谷の心境（心班柵造）がり獲得される可能性がある。（エコロジー＆シンパイオ
シス）これは、141然環境への愛着を通して、その保護や保全111念の形成に大きく寄与する。
これに対して、アーテイフイシヤル・リアリテイーの場今には、鹸適あるいは極限の場における
行動をとることにより、そのう゜レイを通じての高度に統合されたlLl己実現行動の体験が可能となる
のである。これは自己創造へとつながる行動といえよう。
般後にスポーツ活､)jの意義を商〈するものとして、擬似共|司体としてのスポーツクラブの役割を
挙げねばならない。
ゲーテはフアウス|､の第II部で「ひとつの信念のもとにあつまり、述命共同体をつくってゆき、
力を合わせて仲'''１と行動するとき、人ｉＩ１は至iViiの|瞬間を味わう」と述べ、「その時こそ永遠なれと思
うような'1寺が止まって欲しい|蹄ｌＩｌ１ｎ」といっている｡これによ')フアウストはメフイストとの賭に敗
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れろ。しかし、人'''1としてiiMjたされるのである。私達がオーガナイズするスポーツクラブは、この
趣命共|司体としての魅力を擬似的なミクロコスモスとして有しているものである。そしてこれこそ、
これ力'らの技術文'ﾘl社会の'１１て゛オアシスとしての役割を果たすものと考えられる。大学においても
このようなスポーツクラブ活動の教育学的効果は極めて大きく、良い意味のモラリアム社会の活動
といえるのではないだろうか。
かつて哲学者オルテガ・イ・ガセは、
「科学上ならびに芸術上のβ||造、政治的ならびに道徳的英雄精ﾈ''１，聖者の宗教心はスポーツ本能の
崇高な所産である」と述べている。
つまり、スポーツ活動は本質的には冒険、遊戯ともその心理構造では共通のものを有し、人間が
いかなる義務からではなく完全に自由であり、lL1発的な衝動から身を投げ出す自己解放、自己実現
活動なのである。
こうして考えると、冒険・遊戯スポーツは、その根源において愛と結ばれていると言ってよい。
何故ならば、愛にはlflらを投げ'11,すこと、与えることによって、己が失った根iⅡ(的な一体感を回復
するからである。それは、大きな喜びであると共に、ｆ１らのアイデンティティーが、その一体化に
より失われないか、という不安やおののきも表裏一体としてあろうと考えられる。これこそ、自立
と連帯という人間が生きて行く上て゛避けて通れない二つのものの間の張力である。このような考え
方は、コスモロジー（宇宙主義）に包含されるものであるが、この自己投企的な生き方は人類の発
達過稽1で主として人ｌｌ１のかくありたいという空想力（ファンタジー）の絶えまない拡大が、人間が
対自然環境
対人間
対技術環境
の中で現代の文明までをも構築してきたものと、源をひとつにするものである。つまり人間の創造
力の根源は、遊戯的（ファジー的、ゆらぎ的）行動にあるといって良い。
古事記が古代の、能楽が１１１１１１のﾈ''１話であるとすれば、スポーツこそ現代において最Ｍ１ＩＩ話性を有
したものと考えて良いのではなかろうか。
現代の大学教育における人間学の根幹に、ビラしてもスポーツを捉えなければならない。それは
究極的にはスポーツの有しているファンタジー性（ﾈ''１話性、空想力）にあるのだ。
よりよき、より楽しい人生（ＪＯＹＯＦＬＩＦＥ）にとって、このような動機づけこそ最も重要なも
のである。ＪＯＹＯＦＬＩＦＥは、知、情、意の総合が前提となるからである。
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マックス・ウェーバー、１１｣,ロ勇蔵編、「ウェーバー、｜止界の思想家21｣、平凡社
店川洋一、「ギリシア人の教育｣、岩波新譜
椛原liii、「文'ﾘ1へのＩ１ｌｌい｣、「'三Ｗ;の`Ｍ１｣、集英社文庫
遠藤間作、「こころの不思議、ネ''１の領域｣、ＰＨＰ研究所
典継ｲ''１彦、「心の三つの泉｣、河山下W房新社
深谷日志、「１１本の教育｣、’三１本放送Ｈ１版協会
i頼沼克彰、「L1i11Ii学:習と企業および行政の役割｣、ダイヤモンド社
色摩力夫、「オルテガ｣、’11公新書
プラトン箸、久保勉訳、「饗宴｣、沿波文)ホ
シュフ･ランガー、浜田Ili秀訳、「教育者のjii｣、］i)||大学{''１版部
石川松太郎、「教育の願史、ｌ]本における教育の歩みをil1心に｣、［1本放送出版協会
Tlj1ll1(!；、１１１｢ＩＥＩ男編、「身体論とパフォーマンス｣、￥:燈社
ホイジンガ、高橋英夫訳、「ホモ・ルーデンス｣、！''公文ｌｂｌｉ
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化学同人
仲逸監訓、
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－７０－ 
大学におけるスポーツの人'''1学'1り意義について
Ｒ・カイヨワ、清水幾太郎、霧《|ﾐﾈ||大訳、「遊びと人''１１｣、瑞波諜店
カール゛ディーム、福岡孝行訳、「スポーツの本質Ｕｉｆ礎｣、法政大学11｣,版局
ドイツ・スポーツ連合、「スポーツの将来｣、クラウス・ハイオ､マン（ハンブルク)、ハート
ムート・ベッカー（フランクフルト）
桐岡孝純、「スポーツ・ピジオ､ス｣、｜]本経済新'111社
福岡スポーツ研究所、ｌ]本システム|)}1発研究)ﾘi、「2111紀を|=|指したスポーツ．雌康づくりiili
動に関する調査研究報告書｣、０Ⅲ１本システム|ｌＭ発ii1｢究所
ユルゲン・パルム、「スポーツクラブの意義と役;!;||」他、ドイツスポーツ連合
ミヒャエル゛エンデ他、丘沢肺也訳、「オリーブの森で語りあう」、瑞波書店
ilLi郷信綱著、「古事記の世界｣、岩波新書
西郷、永穣、広末、「１１本文学の古ﾘ'し｣、岩波斬書
世阿弥、「風姿花伝｣、器波文lili
竹内敏晴、「からだ・演劇・教育｣、岩波新書
l｣｣'二１－孝、「六十年の登行とiH降」61)啓陽社
サン・テクジュベリ、内藤iiM訳、「星の玉子ざま」、岩波書)iii
宮沢賢治、「銀河鉄道の夜｣、洲皮書店
小笠原清信、「１１本の礼法｣、講談社
ピエール・ド・クーベルタン、カールデイーム編、大局鎌古i沢、「オリンピックのlml想｣、ベー
スボールマガジン社
子安宣邦、「水屑宣長｣、治波新書
勝部真長、「和辻倫理学ノート」、東京書籍
多lll政一、「二~ｌ－Ｉ１紀への他殿法｣、ＹＯＮ・Ｉクラブ
新渡戸稲造、矢内原ﾉ,LA雄訳、「武百Ｍ１｣、岩波文庫
111岡鉄舟（談)、勝獅舟（評論)、勝部真長編、「武二|:jii｣、ｊＹ１川進書
ラフカディオ・ハーン、平)|:兄一訳、「心｣、ｉＬＩ波文１１１（
エーリッヒ゛ノイマン、氏原i112,111]|;村美紀子訳、「芸術とfill造ｉＭＭｉ識｣、創うじ社
ﾕlzll]精耕、「iiIi人禅｣、ＰＨＰ又ｌｉｌｒ
１ｉ度部外一、「'二１本史から見た||本人（,'｢代編)｣、祥伝社
今道友信、「美について｣、ｉｆ聯談社911代新書
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－７１－ 
－７９－ 
誤 正
頁６１下より
3行目 抽出する 捻出する
頁６２
14行目 である。ゼオスフェア であるゼオスフェア
頁６３
21行目 Wisdom do、
頁６４下より
11行目 理 置
頁６８
12行目
６ 
遊戯スポーツ 遊戯・スポーツ
Ａ(Ｔ・Ｓ）
Ｂ(ＡＵ.） 
Ｃ(Ｔ・Ｓ.）
Ｄ(ＴＦ.） 
2９ J Ｑ }０ 3１ 3２ 3３ 
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／ 、
６ ， 
８ ４ 頁
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